
指示 – 部品

EnduraEnduraEndura---Flo™Flo™Flo™ 3D150,3D150,3D150, 3D350,3D350,3D350, 4D1504D1504D150
おおおよよよびびび 4D3504D3504D350
ダダダイイイヤヤヤフフフラララムムム・・・ポポポンンンプププ

3A3448N
JA

水水水溶溶溶性性性おおおよよよびびび溶溶溶剤剤剤ベベベーーースススのののペペペンンンキキキおおおよよよびびび触触触媒媒媒のののポポポンンンプププ用用用ににに使使使用用用ささされれれままますすす。。。一一一般般般目目目的的的でででははは使使使用用用しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

重重重要要要ななな安安安全全全ににに関関関すすするるる指指指示示示
説明書にある全ての警告および指示を読んで下さい。 説明書は
保存して下さい。

最大使用圧力および許容範囲を含むモ
デル情報については3ページを参照し
て下さい。
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関関関連連連ののの説説説明明明書書書
取取取扱扱扱説説説明明明書書書番番番号号号 タタタイイイトトトルルル

313840 Datatrak キット、説明

3A5589 Endura-Flo™ダイアフラムポンプ用3D150 と 3D350 変換キット 25D984 および 25D985

モモモデデデルルル
モデルの最高圧力は下記の通りです。作業圧力および流量については、性能チャート, page 36を参照して下さい。

モモモデデデルルル 最最最高高高作作作業業業圧圧圧力力力 最最最高高高静静静止止止流流流体体体圧圧圧力力力 最最最大大大エエエアアア入入入力力力圧圧圧力力力

3D150 300 psi (2.1 MPa、 21 bar) 2.3 MPa (23 bar, 330 psi）

3D350 300 psi (2.1 MPa、 21 bar) 2.3 MPa (23 bar, 330 psi）

4D150 400 psi (2.8 MPa、 28 bar) 3.0 MPa (30 bar, 430 psi）

4D350 400 psi (2.8 MPa、 28 bar) 3.0 MPa (30 bar, 430 psi）

0.7 MPa (7 bar, 100 psi）
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モデル

モモモデデデルルル サササイイイズズズ ポポポーーーテテティィィンンン
グググ

エエエアアアバババルルルブブブ

25M739 150 cc トライクラ
ンプ

25M740 150 cc npt
25M741 150 cc bspp

標準

25M742 150 cc トライクラ
ンプ

25M743 150 cc npt

3D150 ポンプ、3:1
AODD

25M744 150 cc bspp

アドバンス (DataTrak による監視および暴走
の保護）*

25M757 350 cc トライクラ
ンプ

25M758 350 cc npt
25M759 350 cc bspp

標準

25M760 350 cc トライクラ
ンプ

25M761 350 cc npt

3D350 ポンプ、3:1
AODD

25M762 350 cc bspp

アドバンス (DataTrak による監視および暴走
の保護）*

24W345 150 cc トライクラ
ンプ

24W346 150 cc npt
24W347 150 cc bspp

標準

24W348 150 cc トライクラ
ンプ

24W349 150 cc npt

4D150 ポンプ、4:1
AODD

24W350 150 cc bspp

アドバンス (DataTrak による監視および暴走
の保護）*

24W351 350 cc トライクラ
ンプ

24W352 350 cc npt
24W353 350 cc bspp

標準

24W354 350 cc トライクラ
ンプ

24W355 350 cc npt

4D350 ポンプ、4:1
AODD

24W356 350 cc bspp

アドバンス (DataTrak による監視および暴走
の保護）*

標準ポンプ・モデルは承認済みです、

II 222 GGG ExExEx hhh IIBBB T6T6T6 GbGbGb

標準ポンプ・モデルは承認済みです

II 222 GGG EXEXEX hhh iaiaia IIAAA T3T3T3 GbGbGb XXX

*** DataTrak は承認済みです、

II111 GGG
990247199024719902471 257525752575 ExExEx iaiaia IIAAA T3T3T3 GaGaGa

クククラララススス III、、、区区区分分分 111 ITS13ATEX27862XITS13ATEX27862XITS13ATEX27862X
グググルルルーーープププ DDD T3AT3AT3A
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警告

警警警告告告
以下の警告は、本器具の設定、使用、接地、保守、および修理に関するものです。感嘆符の記号は一般的な警告
を、危険記号は手順自体の危険性を知らせます。これらのシンボルが、本取扱説明書の本文または警告ラベルに
表示されている場合には、戻ってこれらの警告を参照してください。このセクションにおいて扱われていない製
品固有の危険シンボルおよび警告が、必要に応じて、この取扱説明書の本文に示されている場合があります。

警警警告告告
火火火災災災ととと爆爆爆発発発ののの危危危険険険性性性

作作作業業業場場場に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因となるこ
とがあります。器具内を流れるペンキあるいは溶剤は静電気火花の起因となります。火災と
爆発を防止するために、

• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。
• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着火源
(静電アークが発生する恐れのあるもの)は取り除いて下さい。

• 作業場にあるすべての装置を接地してください。接接接地地地の説明を参照してください。
• 溶剤は絶対に高圧でスプレーあるいは洗浄しないで下さい。
• 溶剤、ボロ布、ガソリンを含むゴミは作業場に置かないでください。
• 可燃性ガスが存在するときに、電源コードの抜き差し、または電源または照明のスイッチ
のON/OFFはしないでください。

• 接地したホース以外は使用しないでください。
• 容器中に向けて引金を引く場合、ガンを接地した金属製ペールの縁にしっかりと当ててくださ
い。静電気防止または導電性でない限り、ペールライナーは使用しないでください。

• 静電気火花が生じた場合、または感電したと感じた場合、操操操作作作ををを直直直ちちちににに停停停止止止しししてててくくくだだださささいいい。問
題を特定し、解決するまでは、装置を使用しないでください。

• 作業場に清浄に機能する消火器を置いてください。

加加加圧圧圧ささされれれたたた装装装置置置ののの危危危険険険性性性

器具、漏れまたは破裂した構成部品から出た流体が目または皮膚に飛び散って、重大な怪我が生
じる可能性があります。

• スプレー／調合を停止する場合、装置の清掃、点検、またはサービス前は、圧圧圧力力力解解解放放放手手手順順順
に従ってください。

• 装置を操作する前に、液体の流れるすべての接続個所をよく締め付けてください。
• ホース、チューブ、およびカップリングを毎日点検してください。摩耗または損傷した部品は
直ちに交換してください。
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警告

警警警告告告
器器器具具具誤誤誤用用用ののの危危危険険険性性性

誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。

• 疲労時、薬物あるいはアルコールの影響下でユニットを操作しないで下さい。
• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を超え
ないようにしてください。すべての機器取扱説明書の技技技術術術的的的仕仕仕様様様を参照してください。

• 装置の接液部品に適合する液体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書の
技技技術術術的的的仕仕仕様様様を参照してください。液体および溶剤製造元の警告も参照してください。ご使
用の素材に関する完全な情報については、販売代理店または小売店より安全データ・シート
（SDS）を取り寄せてください。

• 装置を使用していない場合は、すべての装置の電源を切断し、圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順に従ってください。
• 毎日、装置を点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破損し
た部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造しないでください。装置を改造すると、機関の承認を無効にし、安全上の問題が
生じる場合があります。

• すべての装置が、それらを使用する環境用に格付けおよび承認されていること確認してく
ださい。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わせく
ださい。

• ホースとケーブルを通路、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近づけないでく
ださい。

• ホースをネジったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりしないでく
ださい。

• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。
• 適用されるすべての安全に関する法令に従ってください。

有有有毒毒毒ななな流流流体体体まままたたたははは気気気体体体ののの危危危険険険性性性

有毒な流体や煙が目や皮膚にかかったり、吸込まれたり、飲み込まれたりすると、重傷や死
に至る恐れがあります。

• 安全データシート (SDS) を読み、ご使用の流体に特有の危険性について熟知して下さい。
• 排気経路は作業場所から離して配置して下さい。ダイヤフラムが破裂した場合、液体が空気
中に飛び散る可能性があります。

• 有毒な流体は許可された容器に保管し、破棄する際は適用される基準に従ってください。

作作作業業業者者者ののの安安安全全全保保保護護護具具具

作業場にいる際には、目の怪我、難聴、毒性ガスの吸引、および火傷を含む重傷事故から身を守
るために、適切な保護具を身につける必要があります。この保護具は下記のものを含んでいま
すが、必ずしもこれに限定はされません。

• 保護めがねと耳栓。
• 流体および溶剤の製造元が推奨する呼吸マスク、保護服、および手袋。

3A3448N 5



設置

設設設置置置

一一一般般般情情情報報報

• に示される一般的な設置は、システム・コンポー
ネントおよびアクセサリーの設置についてのみ
のガイドです。これは実際のシステム設計とは
異なります。お客様のご使用目的に合ったシス
テム設計については、Graco 販売代理店にお問い
合わせください。

• 必ずGraco販売代理店でお求めいただける純正
の、Graco社の交換部品のみご使用ください。
お手持ちのアクセサリーを使用される場合は、
お持ちのシステムに適切なサイズおよび定格圧
力であるかをご確認ください。

• カッコ内の参照番号と文字は、図および部品リ
ストの参照番号に対応しています。

初初初回回回ののの使使使用用用前前前のののポポポンンンプププ洗洗洗浄浄浄

ポンプを使用する前には、

1. 全ての流体カバーおよび流体マニホールド
止め具が締まっていることを確認して下さ
い。 トルクの指示, page 27, に従ってくださ
い。

2. マフラーを設置して下さい (AB)。

ポポポンンンプププののの取取取りりり付付付けけけ

1. 操作や点検を簡単に行うために、エア入口(T)、
流体入口(N)、液体出口(M)ポートが利用しやす
い場所にポンプを搭載してください。

注注注:::ポンプの矢印ラベルは流体入口および出口
の方向を示します。

2. ポンプは操作者がアクセスして整備できるよう
に、換気が十分な場所に、すべての側に十分な
クリアランスがある状態で搭載しください。

3. エア入口 (T) はポンプのマフラー側 (AB)とは反
対になるようにして下さい。

4. ポンプはどの様な方向にでも搭載可能です。流
体マニホールドはどちらの方向にも対面する
ように回転可能です。

注注注:::スタンド・キット 17H315 は搭載のオプショ
ンとしてご提供があります。

5. 搭載部が、ポンプ、ホース、およびアクセサ
リーの重量、および操作中に発生する応力を支
えることができることを確認してください。
ポンプには、M10 (3/8 in.) ボルト用の四個の搭
載用の穴があります。搭載寸法, page 40, を参
照してください。

TritonTritonTriton 使使使用用用者者者ののの方方方へへへののの注注注意意意、、、搭載用の穴のパ
ターンは同じです。

キキキーーー、、、

流体入口

3D3103D3103D310 おおおよよよびびび 4D1504D1504D150 モモモデデデルルル:::1 in. トライ
クランプ・フランジ、 1/2 in. npt,
あるいは1/2 in. bspp

N

3D3503D3503D350 おおおよよよびびび 4D3504D3504D350 モモモデデデルルル:::1 in. トライ
クランプ・フランジ、 3/4 in. npt,あるいは
3/4 in. bspp

液体出口

3D3103D3103D310 おおおよよよびびび 4D1504D1504D150 モモモデデデルルル:::1 in. トライ
クランプ・フランジ、 1/2 in. npt,あるいは
1/2 in. bspp

M

3D3503D3503D350 おおおよよよびびび 4D3504D3504D350 モモモデデデルルル:::1 in. トライ
クランプ・フランジ、 3/4 in. npt,あるいは
3/4 in. bspp

エアフィルター、 1/2 npt

3D3103D3103D310おおおよよよびびび4D1504D1504D150モモモデデデルルル:::1/4 インチ npt

T

3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350モモモデデデルルル:::1/2 インチ npt

V M10 (3/8 in.) ボルト (4 必要)用の搭載穴

AB マフラー
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設置

エエエアアアララライイインンン

1. 代表的な設置例、　に示されているように、エ
アラインのアクセサリを設置します。必要に応
じてアダプターを使用して下さい。アクセサリ
に供給を行っているエアラインが接地されてい
ることを確認してください。

a. 流体圧力はポンプに入るエアを制御するエ
ア・レギュレーター(F)あるいは、ポンプか
ら出る流体を制御する流体レギュレーター
(H)のいずれかで制御可能です。

b. 吹き出し型マスター・エアバルブ(B) をポ
ンプに近い場所に設置して下さい。バルブ
は、バルブが閉じている時にポンプとの間
に溜まっている空気を開放するために、シ
ステム内で必要となります。ブリードバル
ブはポンプから容易に手が届き、エアレ
ギュレータの下流側に位置していることを
確実にしてください。

こもったエア圧によりポンプが不意に
動き出すことがあり、液体が飛散し、
重大な人身事故の原因となる場合があ
ります。

c. 清掃および修理中に隔離するために、すべ
てのエアライン・アクセサリーの上流側に
第二のエアバルブ (E) を設置します。

d. エアライン・フィルター (Ｄ) は、圧縮され
た給気から有害な砂、水分およびオイルを
取り除きます。

2. ポンプのエアバルブは潤滑が不要です。
3. 接地済みのフレキシブルなエアホースを付属

品とポンプのエア入口（Ｔ）間に取り付けま
す。See 技術的仕様, page 42, を参照してお
手元のポンプのエア入口サイズをお求め下さ
い。最低1/2 in.(13 mm) の　ID エアホースを
使用して下さい。

4. 所要の場合は、アクセサリーのPressure Limit
Kitをエア入口に近くにエアラインに設置して下
さい。お使いのポンプのサイズに適したキット
については、　修理キット, page 34,　ページ
を参照してください。

液液液体体体吸吸吸引引引ララライイインンン

• 技術的仕様, page 42,　を参照し、お手元のポン
プの入口サイズをお求めください。

• 入入入口口口ホホホーーースススはははポポポンンンプププ入入入口口口にににおおおけけけるるる圧圧圧力力力損損損失失失ががが5psi5psi5psi
(0.4(0.4(0.4 バババーーールルル))) ををを超超超えええななないいいよよようううなななサササイイイズズズにににしししててて下下下さささ
いいい。。。入口ホースのサイズについてのお手伝いが
必要な場合は、Graco Technical Assistanceにご
連絡下さい。

1. 吸引圧力の定格を持つ柔軟性のある導電性ホー
スを使用して下さい。

2. エアが流体ラインに入ることを防止するため
に、適合する液体ネジ山シーラントを接続部
に使用してください。

3. 吸引ラインをポンプ入口 (Ｎ) にきっちりとね
じ込みます。

流流流体体体出出出口口口ララライイインンン

1. 導電性の液体ホース (P) のみを使用してくださ
い。レンチにて出口を支持しながら、流体取
り付け金具をポンプ出口に (M) ぴったりと取
り付けて下さい。 技術的仕様, page 42,　を
参照し、お手元のポンプの出口サイズをお求
めください。

2. 必要に応じて、液圧を制御するために、液体
レギュレーター (H) をポンプ液体アウトレッ
トに取り付けます。圧力制御の代替え方法に
関しては、 エアライン, page 7 , の手順1aを
参照して下さい。

3. 流体出口近辺に流体ドレンバルブ（J）を取り
付けます。バルブを循環バルブとして使用す
るためには、チューブ (K) をバルブおよび缶の
間に接続して下さい。

ホースに栓がされている場合に、圧力を開放す
るためにお手元のシステムには流体ドレン (J) バ
ルブが必要です。ドレンバルブは、圧力を開放
する際の目や皮膚へのはねかかりを含む重大な
怪我の危険性や、有害な流体による汚染のリス
クを減らすことができます。

システムの中には、ポンプやホースの過圧化や
破裂を防ぐためにポンプ出口に圧力開放バルブ
（備品ではありません）を必要とするものもあ
ります。

出口ラインでの流体の熱膨張は、過圧化を引き
起こす可能性があります。日光や周囲熱にさら
した長い液体ラインを使用した際、あるいは寒
い場所から暖かい場所で使用した際（例：地下
タンクから）、熱膨張が発生します。

過圧化はまた、流体をピストン・ポンプへ供給す
る際にポンプを使用した場合に発生する可能性が
あり、これによりピストン・ポンプの入口バル
ブが閉じず、流体が出口ラインを逆流します。
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設置

遠遠遠隔隔隔排排排気気気

流体圧力要件が許容する場合には、ポンプにリ
モート排気を要するアプリケーション用には3D150
あるいは3D350を使用して下さい。4D150 および
4D350 ポンプはダイアフラムの背後にエアバッキ
ングを持つので、リモート排気による制限はダイ
アフラムの製品寿命を縮めることになります。

3D1503D1503D150 おおおよよよびびび 3D3503D3503D350 モモモデデデルルルのののブブブリリリ―――
ザザザーーーバババルルルブブブ搭搭搭載載載要要要件件件

3D150 および 3D350 モデルはポンプに搭載しなけ
ればならない2個のブリ―ザーバルブを含みます。

ブリ―ザーバルブが正しく機能するためには垂直位
置に搭載されなければなりません。ブリ―ザーバ
ルブ搭載ブラケットは、垂直搭載のために必要な
バルブの再配置を許容します。

ブリ―ザーバルブシステムはダイアフラムの破綻を
示します。破綻が生じた場合は、作業流体は台不
ラムを通過してダイアフラムの裏側に漏れます。
次に流体は透明なチューブに流入してブリ―ザーバ
ルブに入ります。ブリ―ザーバルブは流体のポンプ
からの流出を防ぎます。

Figure 1 ブリ―ザーバルブ搭載位置の可能性

ブブブリリリ―――ザザザーーーバババルルルブブブ

1. ポンプの上の2本のネジを外して下さい。
2. ブリ―ザーバルブ(55)およびバルブ取り付け金

具(54)は組立済です。マフラー側にて、ブリ―
ザーバルブ(55)をジャムナット(56)で搭載ブラ
ケット(53)に組み付けて下さい。100-120 in-lb
(11-14 N.m)のトルクで締めます。エア取り付け
金具(57)をバルブ取付間具(54)に通して下さい。

注：ブリ―ザーバルブシステムの組立前にブリ―
ザーバルブを垂直に立ててテストし、マフラー
および空気入口まわりのクリアランスを確認し
て下さい。搭載ブラケットには数通りのブリ―
ザーバルブ搭載構成の可能性があります。

3. アセンブリーをエアマニホールドかエアバルブ
に取り付けて下さい。
注：正しい操作のためには、ブリ―ザーバルブ
アセンブリーはブリ―ザーバルブが垂直方法
に搭載および設置されていなければなりませ
ん。可能な搭載構成については3D150 および
3D350 モデルのブリーザーバルブ搭載要件の
図を参照して下さい。

4. エアチュービング(58)をエア取り付け金具(57)
に接続してブリーザーバルブアセンブリを完
成させて下さい。
設置を容易にするために、プレカットの二本の
4.5 インチ (114 mm) チューブ(58) が提供され
ています。これ等のチューブはほとんどの搭載
構成にて使用可能です。追加的な 2 ft (610 mm)
チューブセクションが、ブリーザーチューブに
余分な長さが必要となった場合に適用可能なよ
うに含まれれています。これ等のチューブは、
ほとんどの構成に合うように切断可能です。
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設置

代代代表表表的的的ななな設設設置置置例例例
ポポポンンンプププははは全全全てててのののアアアクククセセセサササリリリーーーとととははは別別別ににに販販販売売売ささされれれててていいいままますすす。。。フフフィィィルルルタタターーー、、、レレレギギギュュュレレレーーータタターーー、、、取取取りりり付付付けけけ金金金具具具、、、ホホホーーーススス
等等等はははシシシススステテテムムム設設設定定定ののの可可可能能能性性性ををを示示示すすすたたためめめににに表表表示示示ささされれれててていいいままますすす。。。

3A3448N 9



設置

キキキーーー、、、

AAA ポポポンンンプププ NNN ポポポンンンプププ流流流体体体入入入口口口

BBB ブブブリリリーーードドド型型型マママスススタタターーーエエエアアアバババルルルブブブ (((必必必須須須))) PPP 硫硫硫体体体用用用ホホホーーーススス、、、

CCC エエエアアア供供供給給給ララライイインンン RRR ガガガンンンエエエアアアホホホーーーススス

DDD エエエアアアララライイインンンフフフィィィルルルタタタ SSS スススプププレレレーーーガガガンンン

EEE エエエアアアララライイインンン遮遮遮断断断バババルルルブブブ TTT ポポポンンンプププエエエアアアイイインンンレレレッッットトト

FFF ポポポンンンプププ用用用エエエアアアレレレギギギュュュレレレーーータタタ：：： UUU アアアジジジテテテーーータタタ

GGG ガガガンンン用用用エエエアアアレレレギギギュュュレレレーーータタタ：：： WWW アアアーーーススス線線線

HHH 液液液圧圧圧レレレギギギュュュレレレーーータタタ XXX 硫硫硫体体体フフフィィィルルルタタターーー、、、

JJJ ドドドレレレンンン/// 循循循環環環バババルルルブブブ YYY 流流流体体体循循循環環環ララライイインンン

KKK ドドドレレレンンンチチチュュューーーブブブ ZZZ 背背背圧圧圧レレレギギギュュュレレレーーータタターーー (BPR)(BPR)(BPR)

LLL 液液液体体体吸吸吸引引引ララライイインンン AAAAAA BPRBPRBPRエエエアアアレレレギギギュュュレレレーーータタタ、、、

MMM ポポポンンンプププ液液液体体体アアアウウウトトトレレレッッットトト
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設置

接接接地地地 (((アアアーーーススス)))

静電気火花による危険性を抑えるため、装置は必
ず接地してください。静電気の火花による蒸気の
引火や爆発の可能性があります。接地すること
で、配線を通して電流を逃すことができます。

• ポポポンンンプププ、接地ワイヤおよびクランプを使用しま
す接地ネジ (X).を緩めます。最小断面積1.5 mm²
(12 ga.)の接地ワイヤ(W)の一方の終端をクラン
プの下に挿入し、ネジをしっかり締めます。ワ
イヤの他方の終端を大地アースに接続します。
接地線とクランプは、部品番号222011をご注
文ください。

• エエエアアアおおおよよよびびび硫硫硫体体体用用用ホホホーーーススス、、、電気導電性のホース
のみを使用してください。

• エエエアアアコココンンンプププレレレッッッサササ、、、製造元の推奨に従ってく
ださい。

• 流流流体体体供供供給給給ドドドラララムムム、、、地域の規制に従ってください。
• 洗洗洗浄浄浄時時時ににに使使使用用用すすするるるすすすべべべてててののの流流流体体体缶缶缶、、、地域の規制
に従ってください。接地済みの場所に置かれた
導電性の金属缶のみを使用してください。接地
の導通を妨げる紙や段ボールのような導電性で
ない場所に容器を置かないでください。

Figure 2 ポンプを接地します。
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操作

操操操作作作

ポポポンンンプププののの稼稼稼動動動おおおよよよびびび調調調整整整

1. ポンプが適切に接地されているか確認してく
ださい。 接地 (アース), page 11, をご参照く
ださい。

2. すべての取り付け金具が締まっているか確認し
てください。すべての雄ネジ山には適合する液
体ネジ山封止剤を使用してください。

3. 吸引ライン (L) をポンプする流体に入れます。
4. 流体出口ホース (P) の端部を適切な容器（洗

浄の場合）に配置するか、ガンもしくはその
他の調合装置に接続します。代表的な設置例,
参照のこと。

5. 液体排出バルブ(J)を閉じます。
6. ポンプのエアレギュレーター (F) を閉じて、吹

き出し型マスターエアバルブ (B)を開いて下さ
い。

7. 液体ホースにディスペンス装置がある場合に
は、以下の手順を実行する間、開いたままにし
ておきます。

8. ポンプが回転し始めるまで、エアレギュレー
ター (F) をゆっくりと開きます。すべてのエア
がホースから押し出され、ポンプが吸い込むま
で、ポンプをゆっくりと回転させます。

洗浄している際は、十分な時間ポンプを運転し、ポ
ンプとホースをよく洗浄します。エアレギュレータ
を閉じます。適合性のある洗浄流体から吸引ライン
(L) を取り外し、ポンプする流体に入れて下さい。

告告告知知知
ポンプがドライでの長時間にわたる操作や、推
奨の最高入力空圧を超える高圧力での操作はダ
イヤグラムの寿命を縮める可能性があります。

圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順

このシンボルが表示されるたびに、圧
力開放手順に従ってください。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧
状態が続きます。皮膚や目などへの飛散など、
加圧状態の液体から生じる重大な怪我を避ける
には、ポンプの動作を止めた後と装置を清掃、
点検、および整備する前に、圧圧圧力力力解解解放放放ににに従従従っっっててて
くくくだだださささいいい。

1. ポンプへのエア供給を遮断します。
2. 接地した金属缶にガンの金属部分をしっかりと

接触させます。ガンの引き金を引いて圧力を
開放します。

3. 排液を受ける廃液缶を用意して、システムのす
べての流体ドレンバルブを開きます。使用再
開の準備ができるまで、排出バルブは開いた
ままにしておいてください。

ポポポンンンプププののの遮遮遮断断断

短短短期期期間間間ののの遮遮遮断断断
短期間の遮断については、圧力を解放して下さい
（見る 圧力開放手順, page 12）。

長長長期期期間間間ののの遮遮遮断断断
数時間あるいは一晩の長期間の遮断については、

1. ポンプを入念に洗浄して下さい。
2. 適合性のある洗浄用流体をポンプに残して下さ

い。
3. 圧力を開放します。（見る

圧力開放手順, page 12）。
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保守

保保保守守守

潤潤潤滑滑滑

ポンプは工場で潤滑されています。ポンプの寿命
のために、さらに潤滑が必要になることが無いよ
うに設計されています。

告告告知知知
ポンプの潤滑し過ぎに注意してください。オイル
はマフラーを通して排出されるので、液体供給部
や他の装置を汚染することがあります。余分な潤
滑剤は、ポンプの誤動作の原因にもなります。

洗洗洗浄浄浄おおおよよよびびび保保保管管管

火災および爆発を避けるために、器具および廃
液缶は必ず接地して下さい。飛沫および静電気
の蓄積による傷害を避けるため、必ずできるだ
け低い圧力で洗浄してください。

• 吸いこむ液体がポンプ内で硬化、乾燥または凍
結して破損を与えるのを防ぐため、ポンプを充
分に洗浄してください。

• ポンプする流体および装置の接液部品に適合す
る洗浄液を使用して洗浄してください。

• ポンプの保存前には、圧力開放手順, page 12, に
従ってポンプを洗浄して下さい。

洗浄の手順はシステムの要件により大幅に異な
ります。洗浄の一般的な方法の一つについて
は、ポンプの稼動および調整, page 12, 参照。お手
元のシステムが異なるもので有る場合や、システ
ムの完全な洗浄について不安をお持ちの場合は、
最寄りの　Graco 代理店にご連絡下さい。

ネネネジジジ接接接続続続部部部締締締めめめ

1. 使用する前に、摩耗や破損がないかすべての
ホースを点検し、必要に応じて交換してくださ
い。

2. すべてのネジ接続部分がしっかり締められてお
り、漏れがないかご確認ください。

予予予防防防保保保守守守スススケケケジジジュュューーールルル

ポンプのサービス履歴に従って、予防保守スケ
ジュールを立ててください。メンテナンススケ
ジュールは、4D150および4D350ポンプのダイア
フラム欠陥による漏れおよび漏れを防ぐために特
に重要です。
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トラブルシューティング

トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

• 器具を点検またはサービスする前に、
( 圧力開放手順, page 12) に従ってください。

• 分解する前に、すべての考えられる問題と原因
をチェックしてください。

問問問題題題 原原原因因因 処処処置置置

チェックバルブ・カートリッジ (9)
が摩耗している。

交換します。

出口流体バルブが摩耗している。 交換します。

失速中にポンプが回転、または圧
力を維持できない。

シート (18) が摩耗している。 交換します。

エアバルブが詰まっているか、汚
れている。

エアバルブを分解し、清掃しま
す。フィルタを通したエアを使用
して下さい。

チェックバルブ・カートリッジ (9)
が摩耗している。

交換します。

流体調合バルブが詰まっている。 圧力を逃し、バルブを清掃しま
す。

硫体用ホース・ラインは挟まれて
いる。

ラインの点検をして下さい。

ダイヤフラム・プレート (21) が反
対向きに設置されている。

ダイヤフラムのインストール, page
25, の設置指示に従って下さい。

チェックが適切に設置されていな
い。

流体マニホールドの設置, page 26,
の設置指示に従って下さい。

ポンプが回転しないか、一度だけ
回転した後に停止する。

パイロット・バルブ (12)が作動し
ていない。

交換します。

吸引ラインが詰っている。 点検し、清掃します。

チェックバルブがベトついている
か漏れていする。

エアバルブ・カートリッジ(9)を清
掃または交換します。

ダイヤフラム (18) が破裂してい
る。

交換します。

排気が制限されている。 制限を解除します。

ポンプが異常な動作をする。

チェックが適切に設置されていな
い。

流体マニホールドの設置, page 26,
の設置指示に従って下さい。

吸引ラインが緩んでいます。 締めます。流体が気泡を含む。

ダイヤフラム (18) が破裂してい
る。

交換します。

ダイヤフラム (18) が破裂しており
摩耗した部品がある。

摩耗した部品を交換します。圧縮
空気の供給を確認して下さい。

ポンプの運転が不規則である。ス
トローク頻度が落ちており、停止
しかけている。

ポンプが氷着している。原因の可
能性には、圧縮空気の過湿、高す
ぎるストローク数、低すぎる周辺
温度が含まれる。

操作条件を変更して氷を取り除い
て下さい。
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トラブルシューティング

問問問題題題 原原原因因因 処処処置置置

エアバルブ・アセンブリ (112) が
破損している。

損傷した部品を交換します。

ポンプ内に異物がある。 エアフィルタをチェックします。

マフラーから継続的に空気が逃げ
る。

軸シール (26) が摩耗している。 交換します。

チェックバルブ・カートリッジ (9)
が摩耗している。

交換します。

入口ストレーナーが塞がってい
る。最高吸引値を超過している。
ホースあるいはシールが不良。

ストレーナの汚れを除去します。
不良部品を交換してください。

流体が汚染されている。ポンプの
設置あるいは操作が正しくなかっ
た。

流体供給を点検します。本説明書
の設置および操作指示に従って下
さい。

ポンプが始動しない、あるいは圧
力が変動する。

チェックが適切に設置されていな
い。

流体マニホールドの設置, page 26,
の設置指示に従って下さい。
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修理/サービス

修修修理理理///サササーーービビビススス

エエエアアアバババルルルブブブののの修修修理理理まままたたたははは交交交換換換

注：ブリーザーバルブがペンキで汚染された場合
は (55)、ブリーザーバルブを交換して下さい。塗
料が詰まるとバルブが作動しなくなります。部品
17J564を購入して設置して下さい。その上で、通
気路の詰まったペンキを取り除いて必要に応じて
詰まってしまった構成部品を交換して下さい。

エエエアアアバババルルルブブブ全全全体体体ををを交交交換換換しししままますすす

1. ポンプを停止します。圧力開放手順, page 12,
に従ってください。

2. エアラインの接続を外します。
3. DataTrakDataTrakDataTrak付付付きききのののモモモデデデルルル、、、

ネジを取り外し、エアバルブからリード・ス
イッチ・アセンブリを取り外します。次にネジ2
個とソレノイド・ブラケットを取り外します。
エアバルブからソレノイドを引き出します。

3D1503D1503D150モモモデデデルルル図図図示示示

4. ネジ (17) を取り外します。エアバルブ (1) およ
びガスケット (13) を取り外します。

5. エアバルブの修理は、次のセクション
のシールの交換、またはエアバルブの再構築,
page 17、を参照してください。

6. マニホールドに新しいエアバルブ・ガス
ケット(13) を位置決めし、次に新品もし
くは修理済みのエアバルブを取り付けま
す。トルクの指示, page 27, を参照してくださ
い。

7. DataTrakDataTrakDataTrak付付付きききのののモモモデデデルルル、、、
忘れずにソノレイド・ブラケットおよびソノ
レイドをもう一度取り付けてて下さい。次に
ネジを使い、新しいエアバルブへリード・ス
イッチ・アセンブリーを取り付けます。ケーブ
ルを接続します。

8. エアラインを再接続します。

1 トルクは 11-14 N•m (100-120 in-lb) に設
定します。

3D1503D1503D150モモモデデデルルル図図図示示示
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修理/サービス

シシシーーールルルののの交交交換換換、、、まままたたたはははエエエアアアバババルルルブブブののの再再再構構構築築築

修理キット, page 34, を参照し、ご使用のポンプに
適した修理キットをお求め下さい。エアバルブ・
シール・キットの部品には †が記されています。
エアバルブ・シール・キットの部品には�が記さ
れています。端キャップ・キットの部品には�が
記されています。

エエエアアアバババルルルブブブののの分分分解解解

1. エアバルブ全体を交換します, page 16,　にあ
るステップ 1 -4 を実施してください。

2. T8　トルックス・マイナス・ドライバーを
使って、ネジ（109）二個を取り外します。
バルブ・プレート (105)、カップ (112, 3D150
および4D150モデル) あるいはカップ組立品
(112–114、 3D350および4D350モデル)、スプ
リング (111)、および戻り止め組立品 (103)を外
して下さい。

3. 3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350モモモデデデルルル、、、カップ (112) を
ベース (114) から引き離します。Oリング (113)
をカップから外します。

4. エアバルブの各端から、保持リング（110）を
取り外します。ピストン(102)を使って、末端
から末端キャップ（107、117）を押します。
エンド・キャップ Oリング (106) を取り外しま
す。ポンプモデルが、DataTrakを装備している
場合は、ソレノイド開放ボタン（118）および
Oリング（119）も取り外します。

5. ピストン（102）の各末端から、Uカップシー
ル（108）を取り外し、それからピストンを取
り外します。エアバルブハウジング（101）か
ら戻り止めカム（104）を取り外します。

エエエアアアバババルルルブブブののの再再再組組組みみみ付付付けけけ

注注注:::グリースを塗るよう指示がでているときはいつ
でも、リチウムベースのグリースを塗ります。

1. 修理キットにあるすべての部品を使います。そ
の他の部品を清掃し、破損がないか点検をしま
す。必要に応じて交換します。

2. 戻り止めカム（104）にグリースを塗り、ハウ
ジング（101）内に設置します。

3. Uカップ（108）にグリースを塗り、へりがピ
ストンの中心に向かうようにピストンに設置
します。

4. ピストン（102）の両末端にグリースを塗り、
平坦側をカップに向けて、ハウジング（101）
内に設置します。ハウジングにピストンをス
ライドさせる際、Uカップ（108）が裂傷しな
いよう気を付けてください。

5. 標標標準準準モモモデデデルルル、、、新しいOリング（106）にグリー
スを塗り、後端キャップ（107）上に取り付け
ます。末端キャップをハウジング
に取り付けます。DataTrakDataTrakDataTrak モモモデデデルルル、、、エア注入
口が前方を向く方向にエアバルブを置きます。
新しいOリング（106）にグリースを塗り、右
側の末端キャップ（107）上に取り付けます。
新しいOリング（106）、ソレノイド開放ボタ
ン（118）、およびOリング（119）にグリー
スを塗り、左側の末端キャップ（117）上に
設置します。末端キャップをハウジングに取
り付けます。

6. 保持リング(110) を各末端に設置し、キャッ
プを固定します。

7. 戻り止めアセンブリ（103）にグリースを塗
り、ピストン（203）へ取り付けます。

3A3448N 17



修理/サービス

エエエアアア・・・バババルルルブブブののの解解解体体体あああるるるいいいははは組組組立立立直直直ししし

1 リチウムベースのグリースを塗ります。

2 Uカップのヘリは、ピストンに面していなければいけません。
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修理/サービス

8. 3D1503D1503D150おおおよよよびびび4D1504D1504D150モモモデデデルルル、、、スプリング (111)
を設置します。バルブ・プレート（105）に
接触するエアバルブ・カップ（112）の側面
にグリースを塗ります。エアバルブ・カップ
（112）に設置します。小型の円形マグネット
(B) をエア入口に位置決めします。
3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350モモモデデデルルル、、、O リング (113) を
カップ (112) に取り付けてください。グリー
スの薄膜を O リングの外表面、およびベース
(114) のあわせ面の内側に塗布します。ベース
のより大きな切り抜きのあるカップの端の方向
にマグネットがある端を向けます。部品の反対
側の端をかみ合わせます。マグネットのある端
は自由のままに残します。ベースをカップの向
きに傾けて、Oリングが所定位置に残るように
注意しながら、完全に部品をかみ合わせます。
スプリング (111) をカップの突出部に設置して
下さい。ベースのマグネットをエア入口に位置
決めし、カップ組立品を設置して下さい。

9. カップ側にグリースを塗布し、バルブ・プレー
ト (105) を設置します。エア入口付きのプレー
トの小型穴(A)を位置決めします。ネジ(109) を
締めて、それを固定します。

DataTrakDataTrakDataTrak

注注注:::DataTrak のサービス,修理および操作に関して
は、DataTrak説明書、313840を参照してくださ
い。

DataTrakDataTrakDataTrak ののの電電電池池池まままたたたはははヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換

火災と爆発のリスクを軽減するために、電池と
ヒューズの交換は非危険区域で実行する必要が
あります。全てのDataTrak 取扱説明書313840の
説明に従ってください。

認可された交換用電池と認可されたヒューズの
みを使用してください (DataTrakの取扱説明書を
参照してください)。認可されていないバッテ
リーまたはヒューズの使用は、Graco の保証およ
びEx の認可を無効とします。
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修理/サービス

流流流体体体セセセクククシシショョョンンンののの解解解体体体

1. ポンプを停止します。圧力開放手順, page 12に
従ってください。

2. 六角ソケット・レンチ (3D1503D1503D150おおおよよよびびび4D150 モ
デルには6 mm、3D350 および4D350 モデルに
は8 mm)を使用して入口と出口の流体マニホー
ルド・ボルト (16)を外して下さい。流体マニ
ホールド (2) を取り外します。

3. バルブ・カートリッジ (9) を外します。
4. 未だマニホールドのOリング　(38) は外さな

いで下さい。
5. 六角ソケット・レンチ ( 3D150および4D150 モ

デルには6 mm、3D350および4D350 モデル
には8 mm)を使用して一つの流体カバー (4)か
らボルト（15）を外して下さい。液体カバー
を取り外します。

流流流体体体セセセクククシシショョョンンンののの解解解体体体あああるるるいいいははは再再再組組組立立立（（（3D1503D1503D150モモモデデデルルル表表表示示示）））

� は流体セクション取り付け具キット17H325に含まれます。
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修理/サービス

6. 交換用のダイアフラム・キットは２個のプレー
ト工具(AC) およびプラグ (AD)を含みます。こ
れ等の部品の使用はダイアフラムの取り外しを
容易にするエア・アシストを提供します。

7. エアプレート工具を入口および出口ポートの両
方に付けて下さい。片方の工具にエア取り付け
金具 (1/8 in. npt) を設置して下さい。もう一方
の工具にプラグ (AD) を設置して下さい。

8. 作業場のエアは約 20 psi (0.14 MPa, 1.4 bar)で
供給して下さい。30 psi (0.21 MPa、 2.1 bar)
以上では使用しないでください。軸は片側へ
移動します。

9. 露呈したダイアフラム(18) を両方の手でつか
み、回して取り外して下さい。
注注注：：：ダイアフラムキットのダイアフラム取り
外し工具（非表示）を使用し、ダイアフラ
ムの取り外しを容易にして下さい。ダイア
フラム取り外し工具も別途注文可能なよう
に提供されています。詳しくは、」をご覧
修理キット, page 34。

10. ダイアフラム・プレート (21) およびワッシャー
(40、 3D350および4D350 モデルにのみ使用)
をダイアフラムから外して下さい。

11. エアを入れたままにします。3/4 in.のクロー
フット・レンチを使用してもう一方のダイア
フラムに取り付けられたピストン・シャフト
(24) を緩めて下さい。

注注注：：：塗料がエアセクションに入った場合、ピ
ストンのOリング（28）が膨張する場合があ
ります。これが発生すると、シャフトを回し
て、2番目のダイアフラムを取り外すことは困
難です。代わりの方法は、取り付けブラケッ
ト（5）とエアマニホルド（6）を外すことで
す。その後、エアカバーのボルト（10）を外
し、エアカバー（7）を分離します。液体カ
バーでダイアフラムを固定しながら、露出した
ポンプシャフトを回して、2番目のダイアフラ
ムを外してください。

12. 圧縮空気圧を外して下さい。
13. 六角ソケット・レンチ ( 3D150および4D150 モ

デルには6mm、3D350および4D350モデルには
8 mm)を使用して一つの流体カバー (4)からボル
ト（15）を外して下さい。カバーを外します。

14. 第２のダイアフラム (18) は、手で回して下さ
い。ダイアフラム・プレート (21) およびワッ
シャ(40、3D350 および4D350 モデルにのみ使
用) を外して下さい。

3D1503D1503D150モモモデデデルルル図図図示示示
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修理/サービス

セセセンンンタタターーー・・・セセセクククシシショョョンンンののの解解解体体体

1. 10 mmソケットレンチを使用して、四本のボ
ルト（17）を外してから、エア・マニホール
ド (6) を外します。エア・バルブ (1) のサー
ビスが不要な場合はマニホールドに取り付け
たままにして下さい。

2. マニホールド・ガスケット (13, 14) の破損を点
検して下さい。必要に応じて取り外します。

3. 10 mmソケットレンチを使用して、四本のボ
ルト（17）を外してから、搭載ブラケット(5)
を外します。

4. 破損が無い場合は、パイロット・バルブ (12)は
そのままにして下さい。必要な場合は、10 mm
のソケットレンチを使用して、パイロット・
バルブ (111) を取り外します。

5. 13 mmソケットレンチを使用して、ボルト
（10）を外してから、エア・カバー (7) を外
します。

注注注:::エア・カバーは手で簡単に開きます。必要
な場合は、マイナス・ドライバーを使用してこ
じ開けて下さい。

6. ピストン (20) をシリンダー (27) から引き出し
ます。Oリング (28) をピストンから外します。

7. シリンダー (27)を取り外し、故障がないか点
検します。

8. エアカバーのOリング(29)を点検します。必要
に応じて取り外します。

9. 軸の u-カップシール (26) および L-カップシー
ル(52、 3D150 および 3D350 モデルでのみ使
用)を点検して下さい。必要に応じて取り外し
ます。軸受 (23) は同じ箇所のままで可能です。
軸受に破損があり取り外しが必要な場合は、マ
イナス・ドライバーあるいは大型パンチャーを
使用して反対側から押し出して下さい。

10. バンパー(22)を取り付けたままで点検します。
破損している場合は、マイナス・ドライバーを
使用してバンパーの三つのタブをこじ開けて下
さい。バンパーが飛び出します。

� エア・カバー交換キット17H312に含まれす。

‡ エアモーター修理キット17H305に含まれます。

� はエア・セクション止め具キット17H327に含まれます。

� はピストン修理キット17H310に含まれます。キットには軸受設置工具も付属しています

3D1503D1503D150モモモデデデルルル図図図示示示
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修理/サービス

セセセンンンタタターーーセセセクククシシショョョンンンののの再再再組組組みみみ付付付けけけ

1. 3D150モデルおよび3D350モデルでは、シー
ルのOリング部分がポンプの外側を向くよう
に新しいＬカップOリングシール(52)を設置
して下さい。

2. 3D150 および 3D350 モデルでは、各エア・カ
バー (7)に uカップ (26) を潤滑、設置します。
4D150 および 4D350 モデルでは、各エア・カ
バー (7)に uカップ (26) を潤滑、設置します。U
カップの縁は外に向けます。

3. 軸受 (23) が取り外されていたら、新しい軸受
を設置して下さい。キット(PN 17H368)と共に
供給されたアーバー・プレスあるいは軸受のプ
レス工具を使用して下さい。

4. 各エア・カバーに新しい Oリング (29) を潤滑
し、設置します。

1 潤滑油を塗ります。

2 Uカップの縁とLカップシールは外側
に向けます。

5. ピストン組立品は未だ一体化のままのはずで
す。解体の際に二つの軸が外れた場合は、組み
立て直しは次の指示に従って下さい。

a. 軸のスタッドは一つの軸に取り付けられ
ています。ネジ山を清掃し、プライマー
不要の、高強度の（赤）ネジ・ロック剤
（Loctite　263　あるいは同等のもの）を
塗布して下さい。

b. 軸をピストンの中央に設置し、双方を手締
めして下さい。

c. 次に、片方の軸のフラッツを万力にクラ
ンプし、もう一方の軸を68-75 N·m (50-55
ft-lb)にトルクして下さい。

3
ネジ山に高強度の（赤）ネジ・ロック
剤 (Loctite 263 あるいは同等品) を塗布
して下さい。注：Loctite®は、Henkel
社の登録商標です。他の全ての商標名
またはシンボルマークは識別目的のみ
で使用されています。 全ての商標名
またはシンボルマークは各所有者の登
録商標です。

4
68-75 N·m (50-55 ft-lb)のトルクをか
けます。
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修理/サービス

6. 大型のOリング (28) を潤滑し、ピストンの外に
設置して下さい。

7. 合わせ面を潤滑し、シリンダー (27) を片方の
カバーに設置して下さい。

8. 外側のOリング (28)、シリンダーの内側 (27)、
軸および軸受 (23)を潤滑して下さい。次にピス
トン組立品 (20) をシリンダー (27) に設置しま
す。ピストンの上のシリンダーの内側にさら
に潤滑剤を加え、ピストンが自由に前後に動
くようにして下さい。

9. 第二のカバー (7) を位置決めし、シリンダーお
よびピストン上に押さえつけて下さい。各エ
ア・カバーのボルト(10) を 13 mmソケットレン
チを使用して締めて下さい。28-33 ft-lb (38-45
N•m) のトルクを与えます。第一のカバーをトル
クし、その後第二のカバーを、またその後戻っ
て第一のカバーをもう一度トルクして下さい。

注注注：：：軸が自由に両方向に動く事を確認して下さ
い。

10. （取り外されている場合は）新しいパイロッ
ト・バルブ (23) を潤滑して設置します。11-14
N•m (100-120 インチ-ポンド) のトルクを与えま
す。

注注注

パイロット・バルブの破損を回避するため
に、トルクし過ぎないで下さい。

11. 四本のボルト (17) を使用してベース(5) をポン
プに取り付けて下さい。ポンプの長さ方向に
平行でも直角でも構いません。100-120 in-lb
(11-14 N m)のトルクでボルトを締めます。

12. ブリーザーバルブ(55)が汚染された場合は、
新しいブリーザーバルブアセンブリーを
ブリ―ザーバルブ, page 8 セクションの指示に
従って組付けて下さい。

注注注
ブリーザーバルブ(55)がペンキで汚染された
場合は、ブリーザーバルブを交換して下さ
い。塗料が詰まるとバルブが作動しなくなり
ます。部品17J564を購入して設置して下さ
い。その上で、通気路の詰まったペンキを
取り除いて必要に応じて詰まってしまった
構成部品を交換して下さい。

13. ガスケット (14) が未だ定位置にあることを確
認、あるいは潤滑および設置を行い、次にエ
ア・マニホールド (6)を再設置して下さい。ボ
ルト (17) を 11-14 N•m (100-120 インチ-ポンド)
のトルクでを締めます。

1
100-120 in-lb (11-14 N.m)のトルクで締
めます

3D1503D1503D150モモモデデデルルル図図図示示示
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修理/サービス

流流流体体体セセセクククシシショョョンンンををを組組組立立立直直直しししままますすす。。。

図のすべての注記に従ってください。これらの注
記には、重要な情報が含まれています。

ダダダイイイヤヤヤフフフラララムムムのののイイインンンススストトトーーールルル

1. ダイヤフラム・プレート（21）を各ダイヤフラ
ム(18)に組み付けます。プレートの凸面側がダ
イアフラムに面していなければいけません。

2. 3D3503D3503D350 おおおよよよびびび 4D3504D3504D350 モモモデデデルルル:::各ダイヤフラム・
プレートにワッシャ (40)　を設置して下さい。

3. 一つのダイヤフラム組立品の内部（シャフト）
のネジ山にプライマー無しのリムーバブル
（青）ネジ・ロック剤 (Loctite 243 あるいは同
等品) を塗布してください。手でできるだけ固
くアセンブリをシャフト固定します。

1 リムーバブル（青）ネジ・ロック剤を
内部（シャフト）スレッドに塗布し
てください。

2 丸められた側がダイヤフラムに対面し
なければなりません。

3
ワッシャーは 3D350 および 4D350 モ
デルのみで使用されます。

4. 流体カバーを取り付けてダイヤフラムを
正しい位置に固定して下さい。注注注：：：イン
レットポートとアウトレットポートに取り
付けられたダイアフラム取付プレー(AC)ト
を備えた流体カバーを使用してください。
見る 流体セクションの解体, page 20 お
よび 流体セクションの解体, page 20 を
参照してください。ボルトを締める際
は、 トルクの指示, page 27を参照してくださ
い。

4D1504D1504D150 モモモデデデルルル表表表示示示
5. 作業場のエアは約 20 psi (0.14 MPa, 1.4 bar)で

供給して下さい。30 psi (0.21 MPa、 2.1 bar)
以上では使用しないでください。軸は片側へ
移動します。

6. 3/4 in.クローフット・レンチを使用して露呈
した軸を 100–120 in-lb (11–14 N•m)にトルク
して下さい。

7. エアを入れたままにします。もう一方のダイヤ
フラム組立品（ダイヤグラム、エア・プレー
ト、ワッシャ）を設置して下さい。両手を使用
して出来るだけきつく締めて設置して下さい。

8. エアラインを取り外して下さい。第二の流体カ
バーを位置決めし、取り付けて下さい。ボル
トを締める際は、 トルクの指示, page 27を参
照してください。

9. ダイアフラム取り付けツ(AC)ールおよびOリン
グ (38)を外して下さい。
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修理/サービス

流流流体体体マママニニニホホホーーールルルドドドののの設設設置置置

1. 新しいOリング (38) を二つの入口および二つの
出口ポートに設置して下さい。

2. チェック・カートリッジ (9) の矢印とポートの
矢印を位置決めして下さい。各入口および出
口ポートに新しいチェック・カートリッジを
設置して下さい。

3. マニホールドは同一ですが、入口および出口マ
ニホールドが異なる取り付け具を有す可能性が
高いです。矢印がポンプに対面するポートに入
口マニホールド(2) を設置してください。矢印
がポンプに対面しないポートに出口マニホール
ド(2) を設置してください。全スクリュー (16)
を締め始め、次に、トルクの指示, page 27, を
ご覧ください。

1
入口マニホールド

2
出口マニホールド
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トルクの指示

トトトルルルクククののの指指指示示示
液体カバーまたはマニホールドファスナーが緩んで
いる場合は、以下の手順を用いてトルクを与え、
シーリングを高めることは重要です。

注注注:::マニホールドのトルクを行う前に、流体カバー
を必ず完全に締めてください。

1. 全ての流体カバーのネジを特定の十文字順に締
めて下さい。特定のトルクに締まるまで、こ
の順序を繰り返して下さい。

3D1503D1503D150おおおよよよびびび4D1504D1504D150モモモデデデルルル、、、20–25 ft-lb
(27–34 N∙m)
3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350モモモデデデルルル、、、28–33 ft-lb
(38–45 N∙m)

2. 流体マニホールドについても繰り返して下さ
い。トルクは、

3D1503D1503D150おおおよよよびびび4D1504D1504D150モモモデデデルルル、、、20–25 ft-lb
(27–34 N∙m)
3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350モモモデデデルルル、、、28–33 ft-lb
(38–45 N∙m)

3. エアバルブおよびエアバルブ・マニホールド
を十文字順に100–120 in-lb (11–14 N∙m)にト
ルクし直して下さい。

4. パイロット・バルブを100–120 in-lb (11–14 N∙m)
にトルクし直して下さい。

トトトルルルククク手手手順順順

流流流体体体カカカバババーーーネネネジジジ

3D1503D1503D150おおおよよよびびび4D1504D1504D150モモモデデデルルル、、、(4D150(4D150(4D150モモモデデデルルル図図図示示示))) 3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350モモモデデデルルル、、、(4D350(4D350(4D350モモモデデデルルル図図図示示示)))

マママニニニホホホーーールルルドドド取取取りりり付付付けけけ具具具 エエエアアア・・・バババルルルブブブおおおよよよびびびエエエアアア・・・バババルルルブブブ・・・マママニニニホホホーーールルルドドド取取取
りりり付付付けけけ具具具
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部品

部部部品品品
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部品

3D1503D1503D150 おおおよよよびびび 4D1504D1504D150 モモモデデデルルル

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個
数数数

バルブ、エア、小、ガ
スケット　(参照 13) お
よびネジ(17)を含む

17H318 Smart (DataTrakと共に
使用)

1

17H319 標準

1

マニホールド、流体
16X052 トライクランプ
16X100 npt

2

17C115 bspp

2

3 24Y304 DATATRAKキット；
モデル 24W742、
24W743、25M744、
24W348、 24W349、お
よび 24W350に使用 ; エ
アバルブ 17H318

1

4 17H408 カバー、流体 2
5 17H313 ブラケット、搭載部、

キット；接地ネジ　(参
照 11) およびネジ(17)
を含む

1

24W363 マニホールド、エア6
25D842 マニホールド、エア �

1

7� 17H311 エアーカバーキット 2
8 19D712 マフラー 1
9 17H306 カートリッジ、チェッ

クバルブ、4–パック;
Oリングを含む (参照
　38)カーバイド座付
きのキットについては
アップグレードキット,
page 35 参照。

1

10� ——— ネジ、六角頭、M10–1.5
x 90 mm

4

11 116343 ネジ、接地 1
12リット
ル

24A366 バルブ、パイロット、
２－パック

1

13‡ — — — ガスケット、エア・バ
ルブ、 ブナｎ、エア・
バルブ（参照　１）も
含む

1

14‡ — — — ガスケット、エア・マ
ニホールド、ブナ-ｎ

2

15� ——— ネジ、ソケット頭部、
M8–1.25 x 18 mm

12

16� ——— ネジ、ソケット頭部、
M8–1.25 x 14 mm

8

17� ——— ネジ、六角フランジ、
M6–1.0 x 20 mm、エ
ア・バルブ(1)、搭載ブ
ラケット(5)、および
DataTrak(3)も含む

12

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個
数数数

18 17H302 ダイヤフラム、オー
バーモールド、キッ
ト；ダイヤフラム　2
、ダイヤフラム交換工
具、およびOリング（参
照　３８）を含む

1

20� 17H308 ピストンアセンブリ、
キット

1

21 16W972 プレート、ダイヤフラ
ム

2

22リット
ル

24A914 バンパー、 2–パック 1

23� ‡
��

——— ベアリング、シャフト 4

Uカップ、軸、３Dポン
プ

226� ‡ � 112181

Uカップ、軸、4Dポン
プ

4

27 16W969 シリンダー、ピストン 1
28‡ � 15F458 Oリング、ピストン、

ブナ-n、6 in. (152 mm)
OD

1

29� ‡ � 15F449 Oリング、エア・カバー 2
35� 188621 ラベル、警告 1
38 17H322 O-リング、マニホー

ルド、 4–パック、
PTFE、チェック・バル
ブ・カートリッジ(9) お
よびダイヤフラム（参
照　18）を含む。

1

39 17V591
17D583

ラベル、ブランディン
グ、150cc

2

52� 25D846 L-カップ、 Oリング
シール

2

53� 17V754 ブラケット、取り付け
部、バルブ

2

54� 17V756 取り付け金具､アダプ
タ、バルブ

2

55� 17J564 ブリーザーバルブ 2
56� 101960 ナット 2
57� 110460 取り付け金具、雄スイ

ベル
4

58� 598095 チューブ、5/32 OD ナ
イロン、 4.5インチに
カット済み

2

— — — 個別の販売はありません。
� エア・カバー交換キットI17H311に含まれる。
‡ エアモーター修理キット17H304に含まれます。
キットには軸受設置工具も付属しています
� は流体セクション取り付け具キット17H324に
含まれます。
� はエア・セクション取り付け具キット17H326に
含まれます。
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部品

� 3D150 モデルのみに適用されます。変換キッ
ト25D984に含まれる。
� はピストン修理キット17H308に含まれます。
キットには軸受設置工具も付属しています

� 交換用の危険性と警告ラベル、タグ、および
カードは無料で入手できます。

30 3A3448N



部品

3D3503D3503D350 おおおよよよびびび 4D3504D3504D350 モモモデデデルルル

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個
数数数

バルブ、エア、中、ガ
スケット　(13) および
ネジ (17)を含む

17H316 Smart (DataTrakと共に
使用)

1

17H317 標準

1

マニホールド、流体
16X314 トライクランプ
16X403 npt

2

17C116 bspp

2

3 24Y306 DATATRAK KIT； モデ
ル25M760、25M761、
25M762、24W354、
24W355、および
24W356に使用 ; エ
アバルブ 17H318

1

4 17H409 カバー、流体 2
5 17H314 ブラケット、搭載部、

キット；接地ネジ　(11)
およびネジ (17)を含む

1

24W364 マニホールド、エア6
25D844 マニホールド、エア�

1

7� 17H312 エアーカバーキット 2
8 117237 マフラー 1
9 17H307 カートリッジ、チェッ

クバルブ、4–パッ
ク、Oリングを含む
(38)カーバイド座付き
のキットについては
アップグレードキット,
page 35 参照。

1

10� ——— ネジ、六角頭、M10–1.5
x 90 mm

6

11 116343 ネジ、接地 1
12リット
ル

24A366 バルブ、パイロット、
２－パック

1

13‡ — —— ガスケット、エア・バ
ルブ、 ブナｎ、エア・
バルブ（1）も含む

1

14‡ — —— ガスケット、エア・マ
ニホールド、ブナ-ｎ

2

15� ——— ネジ、ソケット頭部、
M10–1.5 x 30 mm

18

16� ——— ネジ、ソケット頭部、
M10–1.5 x 16 mm

8

17� ——— ネジ、六角フランジ、
M6–1.0 x 20 mm、エ
ア・バルブ(1)、搭載ブ
ラケット(5)、および
DataTrak(3)も含む

12

18 17H303 ダイヤフラム、オーバー
モールド、キット；ダ
イヤフラム　2 、ダイヤ
フラム交換工具、およ
びOリング（38）を含む

1

参参参照照照 部部部品品品 説説説明明明 個個個
数数数

20� 17H310 ピストンアセンブリ、
キット

1

21 16X307 プレート、ダイヤフラム 2
22リット
ル

24A914 バンパー、 2–パック 1

23�‡
��

——— ベアリング、シャフト 4

Uカップ、軸、3Dポンプ 226� ‡ � 112181
Uカップ、軸、4Dポンプ 4

27 16X305 シリンダー、ピストン 1
28 ‡ � 16X315 Oリング、ピストン、ブ

ナ-n、6 in. (152 mm) OD
1

29�‡ � 16X316 Oリング、エア・カバー 2
35� 188621 ラベル、警告 1
38 17H323 O-リング、マニホール

ド、4–パック、PTFE、
チェック・バルブ・カー
トリッジ(9) およびダ
イヤフラム（18）を含
む。

1

39 17V592
17D584

ラベル、ブランディン
グ、350cc

2

40 17B546 ワッシャ 2
52� 25D846 L-カップ、Oリングシー

ル
2

53� 17V754 ブラケット、取り付け
部、バルブ

2

54� 17V756 取り付け金具､アダプ
タ、バルブ

2

55� 17J564 ブリーザーバルブ 2
56� 101960 ナット 2
57� 110460 取り付け金具、雄スイ

ベル
4

58� 598095 チューブ、5/32 ODナイ
ロン、 4.5インチにカッ
ト済み

2

— — — 個別の販売はありません。
� エア・カバー交換キット17H312に含まれす。
‡ エアモーター修理キット17H305に含まれます。
キットには軸受設置工具も付属しています
� は流体セクション取り付け具キット17H325に
含まれます。
� はエア・セクション取り付け具キット17H327に
含まれます。
� 3D350 モデルのみに適用されます。変換キッ
ト25D985に含まれる。
� はピストン修理キット17H310に含まれます。
キットには軸受設置工具も付属しています
� 交換用の危険性と警告ラベル、タグ、および
カードは無料で入手できます。
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エアバルブ部品

エエエアアアバババルルルブブブ部部部品品品

エエエアアア・・・バババルルルブブブののの解解解体体体あああるるるいいいははは組組組立立立直直直ししし

1 リチウムベースのグリースを塗ります。

2 Uカップのヘリは、ピストンに面していなければいけません。
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エアバルブ部品

エエエアアアバババルルルブブブ部部部品品品
参参参照照照 説説説明明明 個個個数数数
101 ハウジング 1
102
�

エア・バルブ・ピストン 1

103
�

戻り止めピストンアセンブリ 1

104
�

戻り止めカム 1

105
�

プレート、エアバルブ 1

106
�†�

Oリング 2

キャップ
標準 2

107
�

空打ち防止付きデータトラックに互換性1
108
�†

Uカップ 2

109
�†

ネジ 2

110
��

スナップリング 2

111
�

戻り止めストリング 1

カップ
ワンピース (150 cc モデル用)

112
�

スリー・ピース、参照113 および
114 （350 cc　モデル用）

1

参参参照照照 説説説明明明 個個個数数数
113
�

Oリング (カップ用、参照 112)) 1

114
�

ベース (カップ用、参照 112)) 1

117
�

キャップ (空打ち防止付きDataTrak
モデル用)

1

118
�

ボタン (空打ち防止付きDataTrak モ
デル用）

1

119
�†�

Oリング (空打ち防止付きDataTrak
モデル用）

1

13
�†

ガスケット、エアバルブ 1

� エア・バルブ修理キット24A537 (3D150 と4D150
モデル) および24A538 (3D350 と4D350 モデル)
に含まれる
†エア・バルブ修理キット24A537 (3D150 と4D150
モデル) および24A538 (3D350 と4D350 モデル)
に含まれる
� エア・バルブ・エンドキャップ・キットに含ま
れる。修理キット, page 34を参照してください。
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修理キット

修修修理理理キキキッッットトト

キキキッッットトトののの説説説明明明 3D1503D1503D150 おおおよよよびびび 4D1504D1504D150 3D3503D3503D350 おおおよよよびびび 4D3504D3504D350

全エア・バルブ交換キット—標準
(DataTrak無し)

17H319 17H317

完全エアバルブ交換キット—空打
ち防止機能付きDataTrakに適合性

17H318 17H316

�　エアバルブ修理キット 24A537 24A538

†　エアバルブ・シール・キット 24A535 24A536

� エアバルブ端キャップ・キット
—標準 (DataTrak無し) エア・バル
ブ

24A360 24A361

Ｅ エアバルブ端キャップ交換キッ
ト—空打ち防止機能付きDataTrak
に適合性

24A362 24A363

� エアカバー交換キット 25E004 (3D150 のみ)
17H311 (4D150 のみ)

25E005 (3D350 のみ)
17H312 (4D350 のみ)

‡ エアモーター修理キット 17H304 (4D150 のみ)
17W767 (3D150 のみ)

17W768 (3D350 のみ)
17H305 (4D350 のみ)

� 流体セクション取り付け具キット 17H324 17H325

� エア・セクション取り付け具キッ
ト

17H326 17H327

� ピストン修理キット 17W769 (3D150 のみ)
17H308 (4D150 のみ)

17W770 (3D350 のみ)
17H310 (4D350 のみ)

ダイアフラムキット＊ 17H302 17H303

ダイアフラム除去ツール 25E139 25E140

ソレノイドの交換キット 17H320 17H321

＊ダイアフラムキットはダイアフラムの取り外しを容易にする工具を提供します。ダイアフラム取り外し工
具も別途提供されています。
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データトラック 変換キット

デデデーーータタタトトトラララッッッククク変変変換換換キキキッッッ
トトト

キキキッッットトトののの説説説明明明 4D1504D1504D150 ををを 3D1503D1503D150 ににに変変変換換換しししててて下下下さささ
いいい(4:1(4:1(4:1 ををを 3:13:13:1へへへ)))

4D3504D3504D350 ををを 3D3503D3503D350 ににに変変変換換換しししててて下下下さささいいい
(4:1(4:1(4:1 ををを 3:13:13:1へへへ)))

Endura-Flo™ ダイアフラムポンプ
用の変換キット

25D984 25D985

アアアッッップププグググレレレーーードドドキキキッッットトト
キキキッッットトトののの説説説明明明 3D1503D1503D150おおおよよよびびび4D1504D1504D150 3D3503D3503D350おおおよよよびびび4D3504D3504D350

カーバイドシートのアップグレー
ドキット — カーバイドシートと4
個のOリング付きの4個のチェック
バルブカートリッジを含みます (参
照. 38)

17N356 17N357

アアアクククセセセサササリリリーーー

キキキッッットトトののの説説説明明明 3D1503D1503D150 おおおよよよびびび 4D1504D1504D150 3D3503D3503D350 おおおよよよびびび 4D3504D3504D350

DataTrak 変換キット 24Y304 24Y306

Fluid Pressure Limit Kit* 17J610 17J888

床スタンドキット� 17H315

リードスイッチ(サイクルカウン
ト）キット

17W772

* このキットは気圧を最高 70 psi (4.8 bar) に限定します。この制限により、ポンプ出口において4Dポンプでは
300 psi (20.7 bar) および３Dポンプでは220 psi (15.2 bar) の最高流体圧力となります。
� モモモデデデルルル図図図示示示床床床スススタタタンンンドドドキキキッッットトト 17H31517H31517H315
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性能チャート

性性性能能能チチチャャャーーートトト

3D1503D1503D150 モモモデデデルルル、、、

流流流体体体圧圧圧力力力
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

PSIPSIPSI
(Mpa(Mpa(Mpa、、、bar)bar)bar)

0

(1.4, 0.14) 20

(2.8, 0.28) 40

(4.1, 0.41) 60

(5.5, 0.55) 80

(6.9, 0.69) 100

(8.3, 0.83) 120

(9.7, 0.97) 140

(11.0, 1.10) 160

(12.4, 1.24) 180

(13.8, 1.38) 200

(15.2, 1.52) 220

(16.6, 1.66) 240

(17.9, 1.79) 260

(19.3, 1.93) 280

(20.7, 2.07) 300

(22.1, 2.21) 320

0 0.2
(0.8)

0.4
(1.5)

0.6
(2.8)

0.8
(3.0)

1.0
(3.8)

1.2
(4.5)

1.4
(5.3)

1.6
(6.1)

1.8
(6.8)

2.0
(7.6)

2.2
(8.3)

2.4
(9.1)

15 30 45 6020

A

B

C

液液液体体体流流流量量量 ——— lpmlpmlpm (gpm)(gpm)(gpm)

動動動作作作エエエアアア圧圧圧

AAA
0.7 MPa (100 psi, 7.0 bar)

BBB
0.48 MPa (70 psi, 4.8 bar)

CCC
0.28 MPa (2.8 bar、40 psi)

空空空気気気消消消費費費量量量
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

チチチャャャーーートトトののの読読読みみみ方方方

1. チャートの下端に沿って流
量の位置を見つけます。

2. 垂直の線を、選択された動
作エア圧曲線との交差点ま
でたどってください。

3. 液液液体体体排排排出出出圧圧圧（上のチャー
ト）まままたたたはははエエエアアア消消消費費費量量量（下
のチャート）を読むには、
目盛の左側をたどってくだ
さい。 scfmscfmscfm
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液液液体体体流流流量量量 ——— lpmlpmlpm (gpm)(gpm)(gpm)
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性能チャート

3D3503D3503D350 モモモデデデルルル、、、

流流流体体体圧圧圧力力力
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

PSIPSIPSI
(Mpa(Mpa(Mpa、、、bar)bar)bar)
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液液液体体体流流流量量量 ——— lpmlpmlpm (gpm)(gpm)(gpm)

動動動作作作エエエアアア圧圧圧

AAA
0.7 MPa (100 psi, 7.0 bar)

BBB
0.48 MPa (70 psi, 4.8 bar)

CCC
0.28 MPa (2.8 bar、40 psi)

空空空気気気消消消費費費量量量
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

チチチャャャーーートトトののの読読読みみみ方方方

1. チャートの下端に沿って流
量の位置を見つけます。

2. 垂直の線を、選択された動
作エア圧曲線との交差点ま
でたどってください。

3. 液液液体体体排排排出出出圧圧圧（上のチャー
ト）またたたはははエエエアアア消消消費費費量量量（下
のチャート）を読むには、
目盛の左側をたどってくだ
さい。 scfmscfmscfm
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性能チャート

4D1504D1504D150 モモモデデデルルル、、、

流流流体体体圧圧圧力力力
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

PSIPSIPSI
(Mpa(Mpa(Mpa、、、bar)bar)bar)
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液液液体体体流流流量量量 ——— lpmlpmlpm (gpm)(gpm)(gpm)

動動動作作作エエエアアア圧圧圧

AAA
0.7 MPa (100 psi, 7.0 bar)

BBB
0.48 MPa (70 psi, 4.8 bar)

CCC
0.28 MPa (2.8 bar、40 psi)

空空空気気気消消消費費費量量量
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

チチチャャャーーートトトののの読読読みみみ方方方

1. チャートの下端に沿って流
量の位置を見つけます。

2. 垂直の線を、選択された動
作エア圧曲線との交差点ま
でたどってください。

3. 液液液体体体排排排出出出圧圧圧（上のチャー
ト）まままたたたはははエエエアアア消消消費費費量量量（下
のチャート）を読むには、
目盛の左側をたどってくだ
さい。 scfmscfmscfm
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液液液体体体流流流量量量 ——— lpmlpmlpm (gpm)(gpm)(gpm)
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性能チャート

4D3504D3504D350 モモモデデデルルル、、、

流流流体体体圧圧圧力力力
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

PSIPSIPSI
(Mpa(Mpa(Mpa、、、bar)bar)bar)
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液液液体体体流流流量量量 ——— lpmlpmlpm (gpm)(gpm)(gpm)

動動動作作作エエエアアア圧圧圧

AAA
0.7 MPa (100 psi, 7.0 bar)

BBB
0.48 MPa (70 psi, 4.8 bar)

CCC
0.28 MPa (2.8 bar、40 psi)

空空空気気気消消消費費費量量量
111 分分分当当当たたたりりりのののおおおよよよそそそのののポポポンンンプププサササイイイクククルルル

チチチャャャーーートトトののの読読読みみみ方方方

1. チャートの下端に沿って流
量の位置を見つけます。

2. 垂直の線を、選択された動
作エア圧曲線との交差点ま
でたどってください。

3. 液液液体体体排排排出出出圧圧圧（上のチャー
ト）またたたはははエエエアアア消消消費費費量量量（下
のチャート）を読むには、
目盛の左側をたどってくだ
さい。 scfmscfmscfm
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搭載寸法

搭搭搭載載載寸寸寸法法法

150cc150cc150cc モモモデデデルルル 3D150モデル図示

参参参照照照 フフフララランンンジジジ接接接続続続 ネネネジジジ山山山付付付きききのののパパパイイイプププ接接接続続続部部部

AAA 246.2 mm (9.69 in.) 235.0 mm (9.25 in.)

BBB 231.9 mm (9.13 in.) 221.8 mm (8.73 in.)
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搭載寸法

350cc350cc350cc モモモデデデルルル 3D350モデル図示

参参参照照照 フフフララランンンジジジ接接接続続続 ネネネジジジ山山山付付付きききのののパパパイイイプププ接接接続続続部部部

AAA 353.0 mm (13.9 in.) 345.2 mm (13.59 in.)

BBB 305.1 mm (12.01 in.) 296.2 mm (11.66 in.)
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技術的仕様

技技技術術術的的的仕仕仕様様様

米米米国国国単単単位位位 メメメーーートトトルルル法法法

最大エア入力圧力 100 psi 7 bar、 0.7 MPa

最高インレット供給圧＊ 70 psi 4.8 bar、 0.48 MPa

＊注：ポンプ入口に圧入している場合は、入口供給により対応する大きさの圧力が出口にかかります。
Endura-Floの出口圧力が最大流体作業圧力を超える事がないようにして下さい。

例：
入口に60psiの圧力供給をし80psiの空気圧力を供給すると、
80psi*4:1+60psi=380psiの流体圧力なります。4Dポンプ
入口に60psiの圧力供給をし80psiの空気圧力を供給すると、
80psi*3:1+60psi=300psiの流体圧力なります。3Dポンプ

最大流体作業圧力

モデル3D150、 3D350 300 psi 21 bar、 2.1 MPa

モデル4D150、 4D350 400 psi 28 bar、 2.8 MPa

最高静止流体圧力

モデル3D150、 3D350 330 psi 23 bar、 2.3 MPa

モデル4D150、 4D350 430 psi 30 bar、 3.0 MPa

比率 3:1 (3D150、 3D350); 4:1 (4D150、 4D350)

最高推奨連続サイクル・レート 20サイクル/分

サイクル当たりの容量 (ダブル・ストローク)

モデル3D150、 4D150 サイクル当たり5 oz サイクル当たり150 cc

モデル3D150、 4D350 サイクル当たり12 oz サイクル当たり350 cc

大気および操作温度域低温での操作の場
合は乾燥した圧縮空気を使用して下さい。

32～122°F 0～50°C

圧縮エア最低露点温度 -4 F -20 C

最高吸い込み 23 ft 7.0 m

最高吸い込み 29 ft 8.8 m

連続ポンプ運転用の最大推奨吸い込み揚
程

10 ft (5 psi 真空圧力) 3.0 m (0.3 バール真空圧力)

エア入口サイズ

モデル3D150、 4D150 1/4 npt

モデル3D350、 4D350 1/2 npt

硫体入口サイズ

モデル3D150、 4D150 1 in. トライクランプ・フランジ、 1/2 in npt、あるいは1/2 in bspp

モデル3D350、 4D350 1 in. トライクランプ・フランジ、 3/4 in npt、あるいは3/4 in bspp

流体出口サイズ

モデル3D150、 4D150 1 in. トライクランプ・フランジ、 1/2 in npt、あるいは 1/2 in. bspp

モデル3D350、 4D350 1 in. トライクランプ・フランジ、 3/4 in npt、あるいは 3/4 in. bspp

重量 (おおよそ)

モデル3D150、 4D150 31 lb 14 kg
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技術的仕様

米米米国国国単単単位位位 メメメーーートトトルルル法法法

モデル3D350、 4D350 72 lb 33 kg

接液部品 ステンレス鋼、パーフロロエラストマー (FFKM)、 PTFE、 硫
化ポリフェニレン (PPS)

ノノノイイイズズズデデデーーータタタ

平平平均均均音音音圧圧圧レレレベベベルルルははは202020 cpmcpmcpmでででdBAdBAdBA (((水水水平平平111 メメメーーータタターーー (3.28(3.28(3.28 ft)ft)ft)、、、器器器具具具ののの上上上1.51.51.5 メメメーーータタターーーにににててて計計計測測測)))

70 psi (0.5 MPa、5.0 bar)時

モデル3D150、 4D150 62.3 dBA

モデル3D350、 4D350 65.1 dBA

100 psi (0.7 MPa, 7.0 bar)時

モデル3D150、 4D150 62.9 dBA

モデル3D350、 4D350 66.0 dBA

ISOISOISO 961496149614---222 ににに準準準拠拠拠しししたたた音音音響響響出出出力力力測測測定定定

70 psi (0.5 MPa, 5.0 bar)時

モデル3D150、 4D150 70.8 dBA

モデル3D350、 4D350 74.1 dBA

100 psi (0.7 MPa, 7.0 bar)時

モデル3D150、 4D150 71.6 dBA

モデル3D350、 4D350 75.7 dBA
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GracoGracoGraco標標標準準準保保保証証証
Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載された、
Graco が製造し、かつ Graco の社名を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないことを保証しま
す。Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除き、販売日時から起算して 12 ヶ月間、
Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換致します。この保証は装置がGracoが明記
した推奨に従って設置、操作、保守された場合にのみ適用します。
誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切な保守、怠慢、事故、改ざん、またはGraco 製でない構
成部品の代用が原因で発生した一般的な消耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本保証の範囲外であ
り、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の装置と Graco によって提供されていない構
成、付属品、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供されていない構成、付属品、装置、
または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作または保守が原因で発生した誤動作、損傷、または摩
耗については、Graco は一切責任を負わないものとします。本保証は、Graco 認定販売代理店に、主張さ
れた欠陥を検証するために、欠陥があると主張された装置が支払済みで返却された時点で、条件が適用さ
れます。主張された欠陥が確認された場合、Graco はすべての欠陥部品を無料で修理または交換します。
装置は、輸送料前払いで、直接お買い上げ頂けたお客様に返却されます。装置の検査により材質または仕
上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理は妥当な料金で行われます。 料金には部品、労働、
および輸送の費用が含まれる可能性があります。

本本本保保保証証証ははは唯唯唯一一一ののの保保保証証証でででああありりり、、、あああるるる特特特定定定ののの目目目的的的ににに対対対すすするるる商商商品品品性性性まままたたたははは適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる保保保証証証ををを含含含むむむがががそそそれれれのののみみみににに
限限限定定定ささされれれななないいい、、、明明明示示示的的的なななまままたたたははは黙黙黙示示示的的的ななな他他他のののすすすべべべてててののの保保保証証証ののの代代代りりりににになななるるるももものののででですすす。。。

保証契約不履行の場合のGraco社のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。
購入者は、他の補償 (利益の損失、売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な
損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるものではない) は得られ
ないものであることに同意します。補償違反に関連するいかなる行為は、販売日時から起算して 2 年以内
に提起する必要があります。

racoracoracoににによよよっっっててて販販販売売売ささされれれててていいいるるるががが、、、製製製造造造ささされれれててていいいななないいい付付付属属属品品品、、、装装装置置置、、、材材材料料料、、、まままたたたははは部部部品品品ににに関関関しししてててははは、、、GracoGracoGraco
ははは保保保証証証ををを負負負わわわずずず、、、特特特定定定目目目的的的ににに対対対すすするるる商商商用用用性性性おおおよよよびびび適適適合合合性性性のののすすすべべべてててののの黙黙黙示示示保保保証証証ははは免免免責責責ささされれれるるるももものののとととしししままますすす。。。
Gracoにより販売されているが 当社製品でないアイテム(電気モータ、スイッチ、ホース等)は、上記アイ
テムの製造元の保証に従います。Gracoは、これらの保証違反に関する何らかの主張を行う際は、合理
的な支援を購入者に提供いたします。

いかなる場合でも、Graco は Graco の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販売
される商品から生じる間接的、偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、補償違反、Graco の
不注意、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないものとします。

GracoGracoGraco ののの情情情報報報
Graco 製品についての最新情報については、www.graco.com
をご覧ください。特許の情報については、www.graco.com/patents を参照してください。

注注注文文文にににつつついいいてててははは、Graco 販売代理店にお問い合わせください。または、電話にて最寄りの販売
代理店をご確認ください。
電電電話話話:::612-623-6921 ororor TollTollToll Free:Free:Free:1-800-328-0211 Fax:Fax:Fax:612-378-3505

本文書に含まれる全ての記述および画像データは、出版時に入手可能な最新の製品情報を反映しています。
Gracoは、何時でも予告なく内容を変更する権利を有します。

取扱説明書原文の翻訳。 This manual contains Japanese. MM 333015
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